
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

夏が始まる前、今年は冷夏という予想を耳にした

ような記憶があるのですが、予想を裏切り今年も

暑い夏になっていますね… 

 

暑さ寒さも彼岸までと言いますから、厳しい残暑

ももう少しの辛抱でしょうか。 

 

厳しい暑さが続くと「歯が突然痛くなった」と来

院される患者さんが増えます。 

 

主な原因のひとつは、夏の疲れがたまり身体の免

疫力が低下して歯ぐきに炎症反応が起こること。 

 

あるいは、冷たいものを食べた時にキーンと激し

い痛みを感じる知覚過敏の症状が出ること。 

 

 

 

 

 

ひとことで『歯周病』と言っても、その症状はさ

まざまです。今回は、歯周病の末期状態について

お話をします。 

 

昔から『歯槽膿漏』言われている状態が歯周病の

末期状態です。 

 

この段階まで病状が進行して

しまうと、歯を支えている歯槽

骨という骨の部分までの影響

がかなり深刻になります。 

 

歯と接している根元の部分の歯ぐきは、さらに腫

れるようになります。 

 

歯をみがくと血や膿が出る。 

歯と歯の間のすき間が広がり、食べ物が詰まる。 

歯ぐきがさがってしまい、歯が長く見える。 

口臭がひどくなる。 

いずれの症状の場合も、原因はお口の中の細菌で

ある歯垢（プラーク）です。 

 

プラークをコントロールするために大切なこと

は、毎日の歯みがきと歯科医院で受ける定期的な

クリーニングです。 

 

お口の中をキレイに保っていきましょう！ 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

 

これまでにもみられた症状が、さらに顕著に現れ

るようになります。 

 

そして、歯を支えられなくなってくるため、固い

ものを食べづらくなった、固いものを食べると痛

いなどの症状も感じられるようになります。 

 

歯の根の先の部分まで露出しているような状態

にまで進行してしまうと、その歯はやがて抜け落

ちてしまうことになります。 

 

また、周りの歯への影響などを考えたときに、や

むを得ず歯を抜くという選択を判断せざるを得

ない場合もあります。 

 

絶対にそんな思いをして欲しくはありません。 

 

歯周病は重症化してしまうと本当に怖い病気で

すから、早期発見・早期治療に努めてください。 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．４７ 

歯周病って？（９） 

しらき歯科クリニック 
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